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�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
不
健
全
図
書
類
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…（
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
安
全
推
進
部
若
年
支
援
課
）…
�

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
三
件
）
…
…

…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課
）…
�

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
認
可

…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
再
開
発
課
）…
�

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
…
…
…（
同
）…
�

○
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
の
取
消
し
…
…
…

…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
一
課
）…
�

○
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
の
指
定
の
変
更
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
の
公
開

の
聴
聞
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
民
間
住
宅
部
不
動
産
業
課
）…
�

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
よ
る
行
政
処
分
（
四
件
）
…
…（
同
）…
�

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

域
の
指
定
解
除
及
び
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…
�

○
保
安
林
の
指
定
解
除
…（
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
森
林
課
）…
�

公

告

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
一
課
）…
�

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
一
号

東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年

東
京
都
条
例
第
百
八
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。令

和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

図
書
類

指
定
番
号

種
類

名
称
、
号
刊
、
共
通
雑
誌

コ
ー
ド
及
び
発
行
業
者

指
定
理
由

四
三
四
九

雑
誌

Ｐ
Ｏ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｓ逆
ら
え
な
い
っ
！

五
四
〇
八
六－

八
七

株
式
会
社
ふ
ゅ
ー
じ
ょ
ん

ぷ
ろ
だ
く
と

著
し
く
性
的
感

情
を
刺
激
し
、

青
少
年
の
健
全

な
成
長
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
十
六
年
東
京
都
告
示
第
六
十
七
号
東
京
都

市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

大
田
区

二

都
市
計
画
事
業
の

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
六
・
四
・
一

種
類
及
び
名
称

号
丸
子
多
摩
川
公
園

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
六
年
一
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

平
成
十
六
年
東
京
都
告
示
第
六
十
七
号
、

平
成
十
九
年
東
京
都
告
示
第
千
二
百
九

十
七
号
、
平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示

第
百
八
十
号
及
び
平
成
三
十
年
東
京
都

告
示
第
三
百
五
号
の
事
業
地
の
う
ち
、

大
田
区
田
園
調
布
一
丁
目
地
内
に
お
い

て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

大
田
区
田
園
調
布
一
丁
目
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
二
百
五
十
二
号

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

北
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
七
・
四
・
九

号
飛
鳥
山
公
園

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し
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◉
東
京
都
告
示
第
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
八
号
東
京

都
市
計
画
緑
地
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

江
戸
川
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
十
三
号
江
戸

川
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
五
月
十
四
日
か
ら
令
和
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
五
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
東
五
反
田
二
丁
目
第
３
地
区
市
街
地
再

開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

組
合
の
名
称

東
五
反
田
二
丁
目
第
３
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
四
年
二
月
九
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

品
川
区
東
五
反
田
二
丁
目
地
内

四

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

品
川
区
東
五
反
田
二
丁
目
十
四
番
十
八
号

令
和
四
年
二
月
九
日

五

変
更
の
内
容

事
務
所
の
所
在
地
を
品
川
区
東
五
反
田
二
丁
目
三
番
二
号
に
変

更
す
る
。

六

定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
六
年
二
月
十
六
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
六
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
西
品
川
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
組

合
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告

示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

組
合
の
名
称

西
品
川
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

三

施
行
地
区

品
川
区
西
品
川
一
丁
目
、
西
品
川
二
丁
目
、
西
品
川
三
丁
目
、

大
崎
一
丁
目
及
び
広
町
二
丁
目
各
地
内

四

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

品
川
区
西
品
川
一
丁
目
七
番
一
号

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日

五

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間
を
令
和
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
延
長
す
る
。

六

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
六
年
二
月
十
六
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
位

置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

取
消
し
に
係
る

道
路
の
種
類

取
消
年
月
日

取
消
し
に
係
る

道
路
の
位
置

取
消
し
に
係
る

道
路
の
延
長
及

び
幅
員
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）
並

び
に
転
回
広
場

面
積
（
単
位
平

方
メ
ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
五
年
十

二
月
六
日

あ
き
る
野
市
引

田
字
阿
岐
野
二

十
一
番
二
、
同

番
三
及
び
二
十

二
番
二
の
各
一

延
長三

〇
・
五
〇

幅
員

四
・
〇
〇

転
回
広
場
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部
、
三
十
二
番

二
、
三
十
三
番

一
並
び
に
同
番

二
及
び
同
番
八

の
各
一
部

九
二
・
七
五

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
指

定
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

変
更
に
係
る
道

路
の
種
類

変
更
年
月
日

変
更
に
係
る
道

路
の
位
置

変
更
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
六
年
一

月
十
一
日

㈠

次
に
掲
げ

る
地
番
の
全

部昭
島
市
中
神

町
字
西
武
蔵
野

千
三
百
六
十
三

番
十
一

㈡

次
に
掲
げ

る
地
番
の
一

部

延
長二

九
・
一
九

五
三
・
一
〇

三
六
・
八
三

幅
員

四
・
〇
〇

六
・
〇
〇

四
・
〇
〇

昭
島
市
中
神

町
字
西
武
蔵
野

千
三
百
六
十
三

番
一
、
同
番
五
、

同
番
六
、
同
番

八
、
千
三
百
六

十
四
番
六
十
八
、

千
四
百
番
七
、

同
番
二
十
一
、

千
四
百
一
番
一

及
び
中
神
町
字

東
武
蔵
野
千
三

百
六
十
一
番
八

か
ら
同
番
十
ま

で

◉
東
京
都
告
示
第
百
十
九
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
の

規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
六
条
の
十
五
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
公
開
の
聴
聞
を
次
の
と
お
り
行
う
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

日
時

令
和
六
年
二
月
二
十
七
日

午
後
三
時
三
十
分

二

場
所

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
住
宅
政
策

本
部
民
間
住
宅
部
聴
聞
室

三

被
聴
聞
者

㈠

商
号

公
星
ハ
ウ
ジ
ン
グ
株
式
会
社

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

桒
原

可
奈
子

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

江
東
区
亀
戸
六
丁
目
五
十
五
番
八
号

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑸
第
八
〇
五
八
五
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
二
十
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第

六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
七

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

㈠

商
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｈ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

堀
田

正
浩

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
田
区
蒲
田
五
丁
目
五
番
九－

八
〇
三
号

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑴
第
一
〇
四
九
二
四
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
二
年
六
月
十
九
日

二

処
分
年
月
日

令
和
六
年
二
月
一
日

三

処
分
内
容

業
務
の
全
部
の
停
止
三
十
日
間
（
令
和
六
年
三
月

一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
）

四

適
用
条
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
二
号

◉
東
京
都
告
示
第
百
二
十
一
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第

六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
七

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

㈠

商
号

株
式
会
社
Ｓ
ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｊ
ｉ
ｉ
不
動
産

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

谷
岡

英
明

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

練
馬
区
石
神
井
町
六
丁
目
三
十
二
番
二
十
三

号

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑴
第
一
〇
五
九
七
一
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
三
年
三
月
十
二
日

二

処
分
年
月
日

令
和
六
年
二
月
一
日



令和6年2月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第18003号） ４
三

処
分
内
容

業
務
の
全
部
の
停
止
三
十
日
間
（
令
和
六
年
三
月

一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
）

四

適
用
条
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
二
号

◉
東
京
都
告
示
第
百
二
十
二
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第

六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
七

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

㈠

商
号

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

輔
田

忠
人

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

足
立
区
中
川
四
丁
目
二
十
一
番
一
号

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑴
第
一
〇
六
六
六
七
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
三
年
八
月
六
日

二

処
分
年
月
日

令
和
六
年
二
月
一
日

三

処
分
内
容

業
務
の
全
部
の
停
止
三
十
日
間
（
令
和
六
年
三
月

一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
）

四

適
用
条
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
二
号

◉
東
京
都
告
示
第
百
二
十
三
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第

六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
七

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

㈠

商
号

有
限
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ム

㈡

代
表
者
氏
名

取
締
役

成
田

博
孝

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

八
王
子
市
山
田
町
千
六
百
三
十
一
番
地
の
一

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑻
第
五
九
四
〇
六
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
三
年
八
月
十
七
日

二

処
分
年
月
日

令
和
六
年
二
月
一
日

三

処
分
内
容

業
務
の
全
部
の
停
止
三
十
日
間
（
令
和
六
年
三
月

一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
）

四

適
用
条
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
二
号

◉
東
京
都
告
示
第
百
二
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
年

東
京
都
告
示
第
千
六
百
三
十
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
、
特
定
有
害
物

質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該
汚
染
の
除
去
、
当
該
汚
染
の
拡
散
の

防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措

置
区
域
」
と
い
う
。
）
の
全
部
の
指
定
を
解
除
し
、
法
第
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、

土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）

を
指
定
す
る
の
で
、
法
第
六
条
第
五
項
及
び
法
第
十
一
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

要
措
置
区
域
の
指
定
を
解
除
し
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
指

定
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
中
野
区
新
井
五
丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ふ
っ
素
及
び
そ

の
化
合
物
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

原
位
置
封
じ
込
め
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◉
東
京
都
告
示
第
百
二
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除

す
る
。令

和
六
年
二
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
日
原
字
檜
尾
一
〇
二
四
番
一
（
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
東
京
都
産
業
労
働
局

農
林
水
産
部
及
び
奥
多
摩
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。
）

公

告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
六
年
二
月
十
六
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名
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立
川
市
柴
崎
町
五
丁
目
二
百
番
一

の
一
部

武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
二
号

株
式
会
社
飯
田
産
業

代
表
取
締
役

築
地

重
彦

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


